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鹿児島県
国保連合会広報誌

国
保

か
しごま

今月の
標語

〈知事賞〉

作品を作った
きっかけ

この標語は、お父さんがいつも朝ご飯を食べないと頭が働かな
いよと教えてくれたので作りました。

朝ごはん　食べて頭の　スイッチオン
第29回「健康増進月間」作文・標語コンクール受賞作品より

曽於市立財部小学校４年 

渡辺　理湖さん

この日は19人が参加され、ふくろうのタペストリーを作りました。細かい作業もあ
りましたが、お互い協力し合い素敵な作品に仕上がりました。かわいいふくろうに
皆さん大満足！チームワークばっちりで和やかな雰囲気のサロンです。

日置市　「下与倉あじさいサロン」のみなさん
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第１８回健康づくり推進員大会

効果的な健康づくりの推進と
地域住民の健康の保持増進に役立てる

【特  集】

国
保
か
ご
し
ま



鹿児島市民文化ホールで10月２２日、第１８回健康づくり推進員大会が開かれた。この大会は地域における健康づくり事
業の担い手となる推進員を育成するとともに、地域における実践活動の発表を通して、より効果的な健康づくりの推進と地
域住民の健康の保持増進に役立てることを目的に毎年実施されている。今年も県内各地から健康づくり推進員や在宅保健
師、看護師、市町村の関係職員等約７００人が一堂に会し、健康づくりの活動発表や特別講演、また、「健康増進月間」
作文・標語コンクールの表彰式や健やか人生表彰などが行われた。

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
は

推
進
員
の
役
割
が
重
要

開
会
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し

て
本
会
の　

修
一
常
務
理
事
が
「
現
在
、

国
は
要
介
護
状
態
に
な
って
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
・
医
療
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
・
予
防
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕

組
み
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進

し
て
い
る
。
ま
さ
し
く
、
日
頃
の
皆
様
の

活
動
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
に
な
って
お

り
、
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様

方
へ
の
期
待
は
益
々
大
き
く
な
って
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
の

古
薗
宏
明
部
長
は
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
よ
る
疾
病
の

早
期
発
見
及
び
合
併
症
の
発
症
や
症

状
の
進
展
等
、
重
症
化
予
防
に
重
点

を
置
い
た
対
策
の
推
進
と
と
も
に
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
や
運
動
の
習
慣

化
、
十
分
な
休
養
、
禁
煙
、
適
度
な

飲
酒
な
ど
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
重

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
県
民
の
健
康
づ

く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に

は
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
皆
様
の
取

り
組
み
が
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
本
日

第１８回健康づくり推進員大会

効果的な健康づくりの推進と
地域住民の健康の保持増進に役立てる

特 集

s p e c i a l  f e a t u r e
「健やか人生」の表彰を受ける十島村の髙橋ミネ子さん
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の
大
会
を
契
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の
実
践
者
と
し

て
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に

一
層
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

過
去
最
多
と
な
る　
　
　
　

１
万
２
６
５
２
点
の
応
募

本
会
で
は
10
月
を
「
健
康
増
進
月

間
」
と
定
め
て
お
り
、
毎
年
健
康
に

対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
た
め
の
作

文
・
標
語
募
集
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
も
体
験
に
基
づ
い
た
健
康
に
関

す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
県
下
の
小
・

中
・
高
校
生
や
一
般
の
方
々
か
ら
作
文

１
６
５
点
、
標
語
１
万
２
４
８
７
点
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
知
事
賞
に
７
作
品
、
理
事
長

賞
に
７
作
品
、
入
賞
に
18
作
品
が
選

ば
れ
た
ほ
か
、
学
校
賞
に
は
鹿
児
島

市
立
松
元
小
学
校
ほ
か
２
校
が
決
定
。

大
会
当
日
の
表
彰
式
に
は
、
県
知
事

賞
及
び
国
保
連
合
会
理
事
長
賞
、
学

校
賞
に
輝
い
た
16
人
が
出
席
し
、
表

彰
を
受
け
た
。

標
語
の
部
で
は
、
受
賞
者
が
作
品
を

作
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発
表
し
、
知

事
賞
を
受
賞
し
た
財
部
小
学
校
４
年
の

渡
辺
理
湖
さ
ん
は
「
お
父
さ
ん
が
い
つ

も
朝
ご
飯
を
食
べ
な
い
と
頭
が
働
か
な
い

よ
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
こ
の
標
語

を
作
り
ま
し
た
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
発

表
し
た
。

そ
の
後
、
作
文
の
部
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
国
分
小
学
校
３
年
の
宮
田
葉

生
く
ん
、
坂
元
中
学
校
２
年
の
山
田
美

空
さ
ん
、
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校
３
年

の
小
濱
拓
巳
さ
ん
、
一
般
の
二
川
道
子

さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
朗
読
し
た

（
５
～
７
ペ
ー
ジ
参
照
）。

ま
た
、
全
作
品
の
審
査
に
協
力
い
た

だ
い
た
鹿
児
島
作
文
研
究
会
の
片
山
一

郎
会
長
が
、
朗
読
さ
れ
た
作
文
等
に
つい

て
講
評
し
（
５
～
９
ペ
ー
ジ
参
照
）、
表

彰
式
を
締
め
く
く
っ
た
。

団
体
・
個
人
を
表
彰
し   　
　

健
康
づ
く
り
活
動
の
励
み
に

午
後
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
づ

く
り
推
進
員
活
動
に
対
す
る
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
今
年
度
は
、
伊
佐
市
食
生
活

改
善
推
進
員
会
と
鹿
児
島
市
食
生
活

改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
受
賞
し
た
。

（
受
賞
団
体
は
３
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
本
会
で
は
今
年
度
よ
り
、
健

康
の
保
持
増
進
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域

の
健
康
づ
く
り
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
方
の
表

彰
を
行
う
こ
と
と
し
、
十
島
村
の
髙
橋

ミ
ネ
子
さ
ん
が
受
賞
し
た
。
髙
橋
さ
ん

は
、
運
動
普
及
推
進
員
、
食
生
活
改

善
推
進
員
、
高
齢
者
見
守
り
支
援
員
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
島

民
の
共
通
の
願
い
で
あ
る
「
住
み
慣
れ

た
島
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
」
村
づ
く
り
に
、
第
一
線
で
貢
献
し

て
い
る
。

表
彰
を
受
け
た
髙
橋
さ
ん
は
「
食
生

活
改
善
の
方
々
や
健
康
・
運
動
推
進
員

の
皆
様
の
お
か
げ
で
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

十
島
村
は
刻
（
と
き
）
を
忘
れ
さ
せ
る

島
と
言
わ
れ
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
。
皆
様
も
是
非
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

長
寿
と
健
康
を
保
持
す
る　

食
生
活
改
善
の
取
り
組
み

表
彰
式
後
、「
み
ん
な
で
築
こ
う　

豊

か
な
健
康
生
活　

わ
た
し
が
主
役　

わ

た
し
が
や
ら
な
き
ゃ　

誰
が
や
る
！
」
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
参
加
者
全
員
で
唱
和

し
た
後
、
各
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

健
康
づ
く
り
の
活
動
報
告
を
始
め
た
。

今
回
は
２
つ
の
発
表
が
行
わ
れ
、
伊

佐
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
柿
川
裕

子
会
長
が
、
伊
佐
市
の
あ
ゆ
み
や
子
供

か
ら
お
年
寄
り
、
ま
た
男
性
の
た
め
の

料
理
教
室
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
発

表
し
た
。
そ
の
中
で
会
長
の
柿
川
さ
ん
は

「『
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
』
の
合

言
葉
の
も
と
健
康
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

食
育
の
大
切
さ
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
地

域
の
方
の
健
康
と
幸
せ
の
た
め
に
、
ま
た

普
及
活
動
を
す
る
私
達
食
生
活
改
善
推

進
員
自
身
の
『
幸
せ
で
健
康
で
長
生
き
』

受賞作品を掲載したのぼり旗の横で作成時エピソードを披露する、
知事賞の渡辺理湖さん
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第１８回健康づくり推進員大会特  集

の
た
め
に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
参
り

た
い
」
と
述
べ
た
。

次
に
、
発
表
し
た
の
は
、
鹿
児
島
市

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
。

会
長
の
徳
永
宮
子
さ
ん
と
九
法
悦
子
さ

ん
が
、
時
代
と
と
も
に
食
生
活
改
善
推

進
員
の
活
動
が
変
わ
っ
て
き
た
様
子
を

50
年
の
あ
ゆ
み
と
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
し
た
。
発
表
し
た
九
法
さ

ん
は
、「
こ
れ
ま
で
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
教
室
で
紹
介
し
て
き
た
献
立
を
編

集
し
た
『
食
改
さ
ん
の
お
手
軽
健
康
レ

シ
ピ
』
を
広
く
市
民
に
役
立
て
て
て
い
た

だ
け
る
よ
う
普
及
し
て
い
き
た
い
」
と

今
後
の
意
欲
を
み
せ
た
。

食
が
も
た
ら
す　
　
　
　
　

心
と
体
の
健
康

引
き
続
き
、
５
人
の
子
ど
も
を
も
つ

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、「
マ
マ
ウ
ン

サ
ー
」
の
愛
称
で
全
国
的
に
活
躍
中
の

岡
本
安
代
さ
ん
が
「
生
き
て
る
だ
け

で
１
０
０
点
満
点
～
あ
な
た
は
私
の
宝

物
～
」
を
演
題
に
掲
げ
、
子
育
て
を

通
し
て
学
ん
だ
食
が
も
た
ら
す
心
と

体
の
健
康
や
笑
顔
な
ど
に
つ
い
て
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
講
演
し
た
。
ま
た
岡
本

さ
ん
は
「
振
り
返
っ
た
と
き
に
、
後
悔

せ
ず
に
、
や
っ
て
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
時
を
刻
み
た
い
」
と
訴
え
た
。

岡
本
さ
ん
な
ら
で
は
の
軽
快
な
ト
ー
ク

で
、
会
場
に
は
笑
い
声
が
絶
え
ず
響

き
渡
っ
た
。

地
域
住
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
は
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
。
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
健
康
を

守
り
続
け
、
培
っ
た
豊
か
な
経
験
を
共

有
し
、
学
び
合
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

健
康
づ
く
り
活
動
の
担
い
手
育
成
が
期

待
さ
れ
る
。

子育てにまつわるエピソードを紹介。岡本さんの巧みな話術
で会場中の笑いが途絶えることは無かった

永年の尽力をたたえ
『健康づくり推進永年活動団体表彰』

鹿児島県における健康づくり活動の推進に永年にわたり寄与した団体並びに特に貢献した団体を表彰。これか
らの活動の励みとしていただくよう、活動年数２０年以上の市町村の団体の中から選定し、健康づくり推進員大
会において表彰式を行った。

鹿児島市食生活改善推進員連絡協議会
推進員数・・・４０１人
活動年数・・・５０年
≪平成２６年度活動実績≫
「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、４つの活動目標を
掲げ、お隣さん・お向かいさんへの声かけや、地域における料
理教室（メンズキッチン、ヤングキッチン、健康づくり料理教室
等）、イベントを通して、市民に食生活を中心とした健康づくりの
正しい知識と実践の普及を行っている。

伊佐市食生活改善推進員会
推進員数・・・３２人
活動年数・・・５４年
≪平成２６年度活動実績≫
「食」に関するボランティア活動を通し、正しい食生活の普及啓発
を行っている。
男性料理教室、子育てサロン、シルバー世代への料理作り、
ふるさと学寮にて小学生との料理作りを行っている。

今
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
！
や
る
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
！

後
悔
し
た
く
な
い
じ
ゃ
ん
！
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受賞のことば》》 昨年に続き、二回目の県知事賞が嬉しいです。作文
の朗読は、自分らしくできました。前回の賞はおばさんが、今回の賞
はおじいちゃんが、健康のために頑張ったからこそ「みんなで取れた
賞♪」だと思います。ありがとうございました。

「おじいちゃんの心の杖」
霧島市立国分小学校３年 
宮　田　葉　生

知
事
賞

受賞のことば》》 私は県知事賞という大きな賞をいただけるとは全く思っていなかったのでと
ても驚きました。健康についてよく考えるきっかけとなりました。ありがとうございました。

「健康の大切さ」
鹿児島市立坂元中学校２年 
山　田　美　空

知
事
賞

受賞のことば》》 表しょう式はきんちょうしましたが、受賞
できてとてもうれしいです。これからも、しっかり朝ごは
んを食べて、頭のスイッチをオンにしたいです。

「朝ごはん　食べて頭の　スイッチオン」
曽於市立財部小学校４年 
渡　辺　理　湖

知
事
賞

受賞のことば》》 今回このような賞をいただき、大変嬉しく思います。ありがとうございまし
た。母とのウォーキング中の会話がきっかけとなって、生まれた標語ですが、これからも健
康も含め、環境も大切にしていきたいと思います。

「環境と　体にやさしい　ウォーキング」
大口明光学園高等学校３年

今　辻　早　紀
知
事
賞

知
事
賞

受賞のことば》》 私の担当だった江口先生に感謝を伝えたいと思い、このコンクールに
参加しました。知事賞という大賞を頂き、とても光栄です。私も江口先生のような理学
療法士となり、一人でも多くの人を笑顔にしていきます。

「挫折を経験してこそ思うこと」
鹿児島県立鹿児島工業高等学校３年 
小　濱　拓　巳

理
事
長
賞

受賞のことば》》 はじめてのひょうしょうしきで、きんちょうしました。でも、大きなしょう
じょうをもらえて、うれしかったです。これからも、こころとからだがげんきでいられるよ
うにがんばります。

「こころとからだ、げんき」
鹿児島市立松元小学校１年 
松　永　佳　子

理
事
長
賞

受賞のことば》》 表彰式は、とてもドキドキしたけど、参加できてうれしかったです。他
の方の標語や作文を聞けてよかったです。これからも食事・運動をしっかりして毎日
元気でいられるようにがんばりたいです。

「みんなありがとう」
鹿児島市立松元小学校６年 
一　條　安佳里

理
事
長
賞

受賞のことば》》 五年前「知事賞」をいただいた時、夫は車イスでヘルパーさんと会場
に来てくれました。その時に今回の方々のように読んであげられず残念！！

「誰よりも幸せになって良し！」
鹿児島市（一般） 
萩　原　裕　子

知
事
賞

受賞のことば》》 人生は、ある日突然夢にも思わないことが時々おこる。わずか三枚の原稿
用紙の文章で「知事賞」をいただくことになった。一生に一度のことに違いない。選んでく
ださった先生に心からお礼を申し上げたい。感謝と共に。

「私の健康実践」
鹿児島市（一般） 
二　川　道　子

理
事
長
賞

受賞のことば》》 はじめて、さく文でしょうをもらえて、とてもうれしかったです。もし、わ
たしの近くにケガをしてこまっている人がいた時は、たすけてあえげられるような人にな
りたいです。

「こっせつして今思うこと」
鹿児島市立松元小学校２年 
鞍　掛　蒼　依

理
事
長
賞

受賞のことば》》 表彰式は緊張しましたが、理事長賞という大きな賞をいただき、とても
うれしいです。これからも家族全員が健康でいられるように声をかけあっていきたいと
思います。

「健康の大切さ」
鹿児島市立坂元中学校２年 
鶴　田　悠　馬

受賞のことば》》 今回この標語を作ったきっかけは祖父が検診をうけ「ガン」が早期発見で
きたので、みなさんにも出来るだけ検診に行ってほしいと思ったからです。ぜひみなさんも
病気の早期発見のために検診に行きましょう。

「検診は　みんなの命を　守るカギ」
湧水町立栗野中学校３年 
前　畑　　　凪

理
事
長
賞

知
事
賞

受賞のことば》》 “転ばぬ先の杖”ではありませんが、自分の体の弱点を早期に発見し、早期に
対応すれば健康を維持することが出来ます。今回の受賞標語を、一人でも多くの方 に々理解し
ていただき、検診を受け健康な人の輪が、広がることを心から願っております。

「健診で　生き生き元気　我が夫婦」
鹿児島市（一般） 
帖　佐　鉄　也

受賞のことば》》 この度、私のつたない標語が賞をいただけましたこと誠にありがとうござい
ます。私、高齢者の仲間入りをしております。日々、脳トレ、筋トレに励み、健康寿命を伸
ばせるよう頑張って参ります。

「長寿社会　脳トレ筋トレ　医者知らず」
日置市（一般） 
下津貫　久　子

理
事
長
賞

作 文 の 部

標 語 の 部

入
　
賞

ただいまと　てあらいうがい　けんこうセット
鹿屋市立下名小学校２年	 徳　留　　　温
まい日の　ごはんとうんどう　みらいのちょ金
鹿屋市立寿北小学校２年	 宮　地　紗　那
ストレッチ　体も心も　リフレッシュ
姶良市立柁城小学校５年	 市　野　敦　士

健診で　家族の笑顔　広がるよ
枕崎市立立神中学校３年	 田　畑　花　栞
健康で　笑顔あふれる　毎日を
鹿児島市立長田中学校１年	 唐　鎌　愛　菜
広げよう　健康づくり　あなたから
鹿児島修学館高等学校２年	 林　　　友望子

今元気　早期治療の　おかげさま
日置市（一般）	 井之上　正　人
年一回　検診　体の　通知表
知名町（一般）	 郡　山　美　香

学 校 賞 《小学校の部》鹿児島市立松元小学校　　《中学校の部》鹿児島市立坂元中学校　　《高校の部》大口明光学園高等学校

早ね早おきあさごはんのリズム
鹿児島市立松元小学校２年	 牧之瀬　七　葉
アトピーにまけないぞ
鹿児島市立松元小学校３年	 一　條　紗椰花
ぼくを見守る歯医者さん
徳之島町立亀津小学校５年	 中　村　友　哉
うまく付き合っていく病気
鹿児島市立松元小学校６年	 二　俣　礼　賢

私が健康でいるだけで……
鹿屋市立高隈中学校２年	 前　迫　未　帆
毎日の健康のために
鹿児島市立坂元中学校２年	 久　保　琴　音
拒食症を乗り越えて
鹿児島県立鹿児島工業高等学校３年	 益　永　大　誠
健康と勉強の関係
鹿児島県立楠隼高等学校１年	 桑　畑　剛太朗

脳トレーニング楽習教室
指宿市（一般）	 西　　　満　盛
胃癌手術を体験して
姶良市（一般）	 久　保　好　江

入
　
賞

第29回「健康増進月間」作文・標語コンクール１4作品が知事賞と理事長賞に輝く
今年度の作文・標語コンクールでは、作文165作品、標語12,487作品の応募がありました。厳正な審査の結果、7作品が知事

賞、7作品が理事長賞、18作品が入賞、３校が学校賞に選ばれ、健康づくり推進員大会において表彰式が行われました。
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第１８回健康づくり推進員大会特  集

作文・標語コンクール入賞作品の紹介・講評
健康について真剣に考え、真実が溢れた作品に心が洗われる

「
お
いっ
ち
に
っ
、
お
いっ
ち
に
っ
、
が
ん
ば
れ
、
が
ん

ば
れ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
！
」

こ
れ
が
、
ぼ
く
た
ち
家
族
の
いつ
も
の
か
け
声
で
す
。

近
く
に
住
む
よ
し
の
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
数
年
前

か
ら
、
背
ぼ
ね
の
中
の
神
経
を
囲
ん
で
い
る
管
が
せ
ば

ま
る
「
せ
き
柱
か
ん
き
ょ
う
さ
く
症
」
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
で
、
神
経
し
ょ
う
害
が
起
こ

り
、
歩
く
と
き
、
思
う
よ
う
に
足
が
動
か
せ
な
い
の

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
と
って
杖
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
い

つ
も
、
足
を
肩
は
ば
に
開
い
て
、
体
を
ふ
り
子
の
よ

う
に
ゆ
ら
し
、
そ
の
反
動
で
二
、
三
歩
進
ん
で
は
止
ま

る
。
ま
た
二
、
三
歩
進
ん
で
は
止
ま
る
の
繰
り
返
し
で

す
。
だ
か
ら
、
少
し
の
き
ょ
り
を
歩
く
の
に
、
も
の
す

ご
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

いっ
た
ん
、
こ
の
病
気
に
な
って
し
ま
う
と
、
け
ん
こ

う
な
と
き
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
危
険
な
こ
と
も
起
こ

り
え
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
場
合
、
外
出
先
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
で
転
倒
し
て
し
ま
い
、
救
急
車
で
運
ば
れ

た
こ
と
や
、
何
度
も
転
ぶ
た
び
に
、
頭
や
背
中
や
腰
な

ど
を
打
ち
つ
け
、
手
首
を
こ
っ
せ
つ
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
元
々
、
体
を
動
か
す
こ
と
が
辛
い
上
に
、
け

が
を
し
て
痛
い
目
に
合
う
の
で
、
心
も
体
も
き
ず
つ

き
、
な
お
さ
ら
歩
き
た
が
り
ま
せ
ん
。
歩
か
な
い
の

で
、
も
っ
と
足
腰
が
弱
っ
て
、
さ
ら
に
歩
け
な
く
な
る

悪
じ
ゅ
ん
か
ん
で
す
。

そ
ん
な
中
、
最
も
症
状
が
悪
く
な
っ
た
と
き
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
娘
、
ぼ
く
に

と
っ
て
は
お
ば
さ
ん
が
、
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
と
き
で

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
く
ら
し
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
そ
の
頃
、
多
い
と
き
は
、一日
に
三
、
四
回

も
倒
れ
た
ま
ま
自
力
で
起
き
上
が
れ
ず
に
い
て
、
夜
中

で
も
、
そ
の
た
び
に
お
母
さ
ん
が
手
助
け
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
族
の
だ
れ
も
が
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
こ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
って
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
、
ぼ
く
に
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い
？
」

自
分
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
ま
し
た
。

「
そ
う
ね
、
最
近
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
気
弱
で
元
気
な

い
か
ら
、
葉
生
の
パ
ワ
ー
を
分
け
て
あ
げ
て
ね
。」
そ

こ
で
、
ぼ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
いっ
ぱ
い
話
し
か
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ぼ
く
の
顔
を
見
る
と
嬉
し
そ

う
に
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
時
間
を

か
け
て
、
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
で
は
、
倒
れ
こ
ん
で
起
き
上
が
れ
な
い
で
い
る

と
い
う
こ
と
は
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。「
心
が
元
気

で
あ
っ
て
の
け
ん
こ
う
」
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ぼ
く
は
「
家
族
や
周
り
の
人
の
温
か
な
サ

ポ
ー
ト
が
大
切
」
だ
と
思
い
ま
す
。

の
り
じ
い
ち
ゃ
ん
は
今
年
の
７
月
で
78
さ
い
‼
「
よ

し
っ
、
寝
た
き
り
に
は
な
ら
な
い
ぞ
！
」

と
、
自
動
車
運
転
こ
う
習
を
受
け
、
無
事
に
運
転

免
許
証
の
更
新
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
族

の
手
助
け
は
必
要
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
は
、
辛
い
こ
と
を
乗
り
こ
え
て
、
が
ん

ば
って
い
る
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
心
の
杖
」
に
な
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
いっ
ぱ
い
会
話
を
し
て
、
ぼ
く
の
元

気
な
姿
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

「
フ
レ
ー
、
フ
レ
ー
、
の
り
じ
い
ち
ゃ
ん
‼
」

葉生君が行った自分にできること、話しかけ
ることがおじいちゃんにとっては薬になり、おじい
ちゃんはめきめきと元気になられたのです。読
む者の心がぽかぽかとあったかくなる秀作で
す。葉生君の優しい心が文いっぱいに溢れて
います。

講  評

鹿児島作文研究会 会長

片山  一郎氏

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
心
の
杖
」
霧
島
市
立
国
分
小
学
校
三
年

　
宮
田
　
葉
生

表彰式で知事賞に輝いた４名が朗読し、審査員を務めた鹿児島作文研究会の片山一郎会長が講評を述べた。

知事賞
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知事賞

　

私
は
「
健
康
」
と
言
う
も
の
は
、
生
き
て
い
く
中

で
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
健
康
」
で

あ
る
か
ら
こ
そ
楽
し
い
こ
と
、
辛
い
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
経
験
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
祖
母
は
病
名
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
の

ど
の
病
気
で
す
。
祖
母
の
の
ど
の
病
気
は
、
私
達
が
普

段
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
も
の
が一切
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
。
私
が
小
さ
か
っ
た
頃
は
、
祖
母
は
元
気

だ
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
重
い
病
気
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
の
ど
の
病
気
の
重
さ
を
知
っ
た
と
き
は
、
小
学

校
低
学
年
ぐ
ら
い
で
し
た
。
父
の
お
姉
さ
ん
か
ら
電
話

が
か
か
って
き
て
、

「
の
ど
に
肉
を
引
っ
掛
け
て
救
急
車
に
運
ば
れ
た
か
ら
、

急
い
で
病
院
に
来
て
！
」

と
父
が
電
話
で
聞
い
て
あ
わ
て
て
い
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
父
は
、
急
い
で
病
院
に
向
か
い

私
達
は
家
で
連
絡
が
く
る
の
を
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
待
っ

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
が
緊
張
し
な
が
ら
待
っ
て
い
た

中
、
父
か
ら
電
話
が
か
か
って
き
て

「
助
か
っ
た
よ
！
」

と
大
き
な
声
で
言
って
い
ま
し
た
。
そ
の
し
ゅ
ん
か
ん
家

に
い
る
み
ん
な
が
安
心
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私

は
後
か
ら
母
に
聞
い
た
の
で
す
が
、
白
目
に
な
って
死
に

か
け
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
祖
母

が
生
き
て
い
る
の
は
「
奇
跡
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
達
家
族
は
、
祖
母
が
入
院
し
て
い
る
病

院
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
も
と
は
違
う

祖
母
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
祖
母
が
生
き

て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
感
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
術
を
し
た
の

中
学
二
年
の
夏
、「
今
回
は
骨
の
表
面
の
修
復
だ
け

行
い
ま
し
た
。
成
長
期
の
止
ま
る
高
校
二
年
の
夏
に

も
う
一
度
手
術
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で一
切
の
運
動

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
医
師
か
ら
告
げ
ら
れ
た
。

私
の
頭
は
真
っ
白
に
な
り
、
心
に
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
。

中
学
は
お
ろ
か
、
高
校
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
で

き
な
い
と
い
う
現
実
、
自
然
と
涙
が
あ
ふ
れ
止
ま
ら
な

か
っ
た
。

手
術
前
日
、
一
人
の
男
性
が
入
っ
て
き
た
。「
担
当
の

江
口
で
す
。
靭
帯
損
傷
だ
っ
た
よ
ね
？
俺
も
足
首
の
靭

帯
を
切
っ
て
陸
上
が
で
き
な
く
な
っ
た
な
あ
」
と
笑
い

な
が
ら
話
し
て
き
た
。
落
ち
込
ん
で
い
た
私
に
は
そ
の

姿
が
と
て
も
衝
撃
的
で
眩
し
か
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
、
そ
の
方
と
の
四
年
間
に
わ
た
る
リ
ハ

ビ
リ
が
始
ま
っ
た
。
泣
い
て
い
た
私
に
同
情
す
る
の
で

は
な
く
、
と
に
か
く
冗
談
を
言
っ
て
笑
わ
せ
て
き
た
。

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
く
中
で
、
江
口
先
生
が
私
に
贈
り

続
け
て
く
れ
た
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
私
を
勇
気
づ

け
支
え
て
く
れ
た
。
い
つ
の
間
に
か
挫
折
を
し
た
自

分
は
い
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
高
校
で
は

生
徒
会
と
い
う
別
の
道
で
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
力
を
も

ら
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
分
の
心
の
変
化
と
と
も
に
、

そ
の
方
に
憧
れ
を
抱
き
、
理
学
療
法
士
と
い
う
夢
が

生
ま
れ
た
。

高
校
二
年
の
夏
、
二
度
目
の
手
術
の
時
に
、
江
口
先

生
に
進
路
の
相
談
を
し
た
ら
、「
君
は
理
学
療
法
士
に

向
い
て
い
る
よ
。
挫
折
し
た
君
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る

こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
漠
然
と
し
た
夢
だ
っ

た
理
学
療
法
士
が
、
目
標
と
な
っ
た
。

か
、
の
ど
の
真
ん
中
が
ポ
ッ
カ
リ
あ
い
て
い
ま
し
た
。
見

て
い
る
だ
け
で
痛
々
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
後
、
祖
母
は
入
退
院
を
く
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

入
退
院
し
て
い
る
間
は
長
い
期
間
で
し
た
が
祖
父
が
いつ

も
病
院
に
通
って
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
家
で
は
農
家

の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
大
変
だった
と
思
い
ま

す
。
で
も
祖
母
の
心
強
い
支
え
で
あ
った
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
祖
父
と
二
人
で
自
宅
で
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

で
も
、
一
週
間
に
何
回
か
病
院
に
通
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
私
達
は一か
月
に一回
く
ら
い
し
か
、
会
い
に
行
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
会
い
に
行
く
と
、
祖
母

も
祖
父
も
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
祖
父
と
は
野
菜

を一緒
に
採
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
祖
母
と
は
少
し
ず

つ
で
す
が
、
話
を
し
た
り
し
ま
す
。
ほ
ん
の
短
い
時
間

で
す
が
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
て
楽
し
そ
う
で
す
。
私

は
祖
母
と
祖
父
の
笑
顔
を
見
て
、
体
の
健
康
も
大
切
だ

け
ど
心
の
健
康
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
の
で
、

会
い
に
い
け
る
と
き
は
た
く
さ
ん
行
って
あ
げ
た
い
で
す
。

　

私
は
「
健
康
の
大
切
さ
」
を
改
め
て
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
食
事
・
睡
眠
は
し
っ
か

り
と
る
こ
と
。
運
動
を
こ
ま
め
に
す
る
こ
と
。
小
さ
な

こ
と
で
も
続
け
て
い
く
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
祖
母
と
と
も
に
が
ん
ば
って
い
き
ま
す
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は

け
が
を
し
た
と
き
に
は
大
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
歩
く
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

健
康
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
た
の
だ
。

ま
た
理
学
療
法
士
の
方
は
、
私
と
同
じ
よ
う
に
け

が
を
し
て
挫
折
を
味
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
、
家
族
に
す
ら
言
え
な
い
私
の
気
持
ち
も
弱

音
も
受
け
止
め
理
解
し
、
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
と
思
う
。
私
は
け
が
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、
健

康
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
や
、
挫
折
し
た
私
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

け
が
を
し
た
人
の
中
に
は
「
も
う
自
分
に
は
…
」
と

諦
め
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
は
す

ば
ら
し
い
理
学
療
法
士
の
方
と
出
会
い
、
い
つ
し
か
夢

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
って
いっ
た
の
だ
。
そ
し

て
、
理
学
療
法
士
と
い
う
職
業
は
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
ち
、
患
者
本
人
や

家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し

た
。
そ
し
て
本
当
の
意
味
で
、「
誰
か
を
救
い
支
え
る
」

と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
学
ん
だ
。

将
来
は
江
口
先
生
の
よ
う
な
理
学
療
法
士
に
な
り
、

こ
の
挫
折
の
経
験
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
は
私
が
誰
か
の

健
康
や
心
の
支
え
と
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
も
う
一
度

夢
に
向
か
う
力
を
与
え
て
い
き
た
い
。

書き出しが良いですね。

「健康」であるからこそ楽し

いこと、つらいこと等いろい

ろな経験ができるのだと思い

ます。祖母が生きていること

が無性に嬉しかったことを忘

れることができないと記述し

ています。中学生らしい感

性あふれる作品。

将来は江口先生の

ような理学療法士に

なって、多くの人々

の健康や心の支えに

なりたいと大きな夢

を描いています。読

む者の心を打つ秀作

です。

講  評

講  評

「
健
康
の
大
切
さ
」
鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
二
年

　
山
田
　
美
空

「
挫
折
を
経
験
し
て
こ
そ
思
う
こ
と
」
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校
三
年

　
小
濱
　
拓
巳

知事賞
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理事
長賞

自
分
で
は
心
は
若
い
つ
も
り
で
い
る
が
、
肉
体
年
齢

は
七
十
歳
を
越
し
て
し
ま
っ
た
。
年
齢
を
嘆
い
て
い
て

も
始
ま
ら
な
い
の
で
、
自
分
な
り
に
実
行
し
て
い
る
こ

と
を
記
し
て
み
た
い
。

「
老
化
は
足
か
ら
…
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
車
の
運

転
が
で
き
な
い
私
は
、
バ
ス
停
か
ら
目
的
地
へ
と
歩
か

ざ
る
を
え
な
い
。
歩
道
橋
が
あ
る
と
、
少
し
で
も
運

動
と
思
い
、
ゆ
っ
く
り
階
段
を
上
が
る
。

自
宅
の
階
段
も
一日
に
百
段
以
上
登
り
降
り
し
て
い

る
。
次
に
チ
ベッ
ト
体
操
の一つ
で
、
た
だ
腕
を
前
か
ら

後
に
振
り
回
す
運
動
、
最
高
二
十
一
回
で
良
い
と
の
こ

と
。
つ
い
で
に
ツ
ボ
が
集
中
し
て
い
る
耳
を
上
下
、
横

と
九
回
づ
つ
引
く
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
、
小
さ
な

努
力
を
何
年
も
重
ね
て
い
る
。

六
十
五
歳
以
上
は
七
人
に一人
認
知
症
と
か
。
認
知

症
に
な
ら
な
い
た
め
の
努
力
は
、一人
ひ
と
り
が
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
な
る
べ
く
外
出
し
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
も
ち
た
い
。
私
は
あ
る
病
院
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
週
一回
定
期
的
に
出
か

け
る
。
そ
こ
で
は
い
ろ
ん
な
年
齢
層
の
人
達
と
の
出
会
い

が
あ
る
。
会
話
が
で
き
る
。
こ
れ
は
三
年
目
に
な
る
。

次
は
七
十
歳
を
越
し
て
か
ら
の
挑
戦
。
歌
う
こ
と

が
好
き
な
た
め
、
あ
る
公
民
館
の
民
謡
教
室
に
入
れ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
新
し
い
民
謡
を
習
い
、
発
表

会
に
出
る
。
一人
づ
つ
舞
台
に
立
って
歌
う
。

歌
詞
を
憶
え
る
こ
と
は
、
脳
の
刺
激
に
も
な
る
。
い

ろ
ん
な
病
院
や
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
慰
問

参
加
。
赤
い
ハッ
ピ
を
着
て
、
団
体
で
歌
っ
た
り
、
一
人

づ
つ
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
。

仲
間
に
は
、
八
十
歳
前
後
の
方
が
何
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
そ
う
い
う
人
生
の
先
輩
方
の
努
力
を
目
の
前

「
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
わ
る
い
と
こ
ろ
が
な
く
て
、
げ

ん
き
な
こ
と
だ
よ
。」
わ
た
し
は
、「
け
ん
こ
う
」
と
い

う
こ
と
ば
の
い
み
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
お
か
あ
さ

ん
に
き
い
た
ら
、
そ
う
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
げ
ん
き
な
の
で
、「
け
ん
こ
う
」
だ
と
お

も
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
お
も
う
か
と
い
う
と
、
そ
と

か
ら
か
え
っ
た
ら
、
て
あ
ら
い
・
う
が
い
を
き
ち
ん
と
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
ね
つ
が
で
た
り
、
お
な
か
が
い
た

く
な
り
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
も
し
そ
う
な
っ
た
ら
、

が
っ
こ
う
を
や
す
ま
な
い
と
い
け
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
つ
づ
け
ま
す
。

ま
た
、

「
ば
ら
ん
す
よ
く
た
べ
る
ん
だ
よ
。」

と
、
お
と
う
さ
ん
は
よ
く
い
う
の
で
、
す
き
き
ら
い
し

な
い
で
、
の
こ
さ
ず
た
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ち
い
さ
い
と
き
か
ら
、
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん

が
、
げ
ん
き
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
き
を
つ
け
て
く
れ
て
い

た
の
で
、
わ
た
し
は
、
が
っこ
う
ま
で
三
き
ろ
め
ー
と
る

の
き
ょ
り
を
あ
る
い
て
いっ
て
い
ま
す
。
き
ん
じ
ょ
の
と

も
だ
ち
は
で
ん
し
ゃ
で
か
よって
い
ま
す
が
、
お
に
い
ち
ゃ

ん
が
あ
る
い
て
い
た
の
で
わ
た
し
も
あ
る
き
た
く
な
っ
た

か
ら
で
す
。
は
じ
め
の
と
き
は
、
つ
か
れ
て
い
た
け
ど
、

い
ま
は
、
な
れ
て
き
ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
が
、

「
た
い
り
ょ
く
が
つい
た
か
も
ね
。」

と
いっ
て
い
ま
し
た
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
が
、
三
ね
ん
か
ん

「
か
い
き
ん
し
ょ
う
」
を
と
っ
て
い
て
、
み
ん
な
に
た
く

さ
ん
ほ
め
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

た
い
り
ょ
く
が
つ
い
て
き
た
よ
う
な
の
で
、
こ
と
し
こ
そ

は
、
か
い
き
ん
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
わ
た
し
は
、
よ
う
ち
え
ん
の
ね
ん
ち
ょ

う
さ
ん
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
す
い
み
ん
ぐ
す
く
ー
る
に

で
み
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
当
に
有
難
く
、
ま

た
励
み
に
も
な
る
。

も
う
一つ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
と
い
う
も
の
。
知

人
に
教
え
て
い
た
だ
き
興
味
を
も
っ
た
。
最
近
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
呼
吸
を
整
え
、

腹
式
呼
吸
で一メ
ー
ト
ル
余
り
の
筒
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ム
の
矢
を
入
れ
、
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
か
ら
的
に

当
て
、
点
数
を
競
う
も
の
だ
。

飛
ん
だ
り
、
走
っ
た
り
は
し
な
い
が
、
呼
吸
を
大
事

に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
大
い
に
健
康
に
役
立
つ
ら
し

い
。
熟
年
の
方
々
が
多
い
よ
う
だ
。
こ
れ
も
級
か
ら
段

に
進
む
シ
ス
テ
ム
で
、
生
き
が
い
作
り
に
推
奨
さ
れ
て

い
る
。現

在
の
日
本
は
、
百
歳
以
上
の
人
口
が
、
五
万
八
千

人
余
り
と
い
う
。
長
寿
の
人
達
の
人
生
観
は
、
一、
気

力
充
実
、
二
、
プ
ラ
ス
思
考
、
三
、
好
奇
心
旺
盛
、

四
、
お
し
ゃ
れ
思
考
、
と
か
。

そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
私
も
良
き
充
実
し
た
老

後
を
楽
し
く
お
く
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
と
に
か
く

七
十
歳
を
越
し
て
か
ら
、
新
し
い
二
つ
の
こ
と
に
挑
戦

し
た
自
分
自
身
を
、
ほ
め
た
い
。

老
い
た
る
こ
と
は
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や

た
だ
、
始
め
る
こ
と
を
忘
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
…

　
マ
ル
チ
ン
・
ブ
ー
バ
ー（1878

～1965

）

　
　
　
　
　

   

（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
哲
学
者
）

か
よ
っ
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
み
ず
が
こ
わ
く
て
、
か

お
を
み
ず
に
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
す
こ
し
ず
つ
、
れ
ん
し
ゅ
う
を
す
る
こ
と
で
、
い
ま

で
は
、
く
ろ
ー
る
が
す
こ
し
で
き
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
つ
づ
け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
な
ん
だ
と
し
り
ま

し
た
。

「
こ
こ
ろ
が
げ
ん
き
って
ど
う
い
う
こ
と
か
な
。」

と
お
か
あ
さ
ん
が
き
い
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

「
た
の
し
い
き
も
ち
の
と
き
。」

と
、
こ
た
え
ま
し
た
。

「
け
い
こ
は
ど
ん
な
と
き
に
た
の
し
い
き
も
ち
に
な
る
の

か
な
。」

と
お
か
あ
さ
ん
が
ま
た
き
い
て
き
ま
し
た
。

「
と
も
だ
ち
と
あ
そ
ん
で
い
る
と
き
や
、
わ
ら
っ
て
い
る

と
き
だ
よ
。」

と
、
わ
た
し
は
こ
た
え
ま
し
た
。
と
も
だ
ち
と
あ
そ
ん

で
い
る
と
き
や
、
た
く
さ
ん
わ
ら
って
い
る
と
き
の
し
あ

わ
せ
な
き
も
ち
は
、
こ
こ
ろ
が
「
け
ん
こ
う
」
な
し
る

し
な
ん
だ
と
お
も
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
か
ら
だ
を
う
ご
か
し
て
、
た
く
さ
ん
た
べ

て
、
ね
て
、
わ
ら
う
と
、
げ
ん
き
な
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ

で
い
ら
れ
る
の
で
、
だ
い
す
き
な
と
も
だ
ち
と
あ
そ
べ

ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
「
け
ん
こ
う
」
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
ま
す
。

いろいろと活動してい

る二川さん。力むことな

く自分の実践を淡々と

書いた、説得力のある

秀作です。

一年生の佳子さんが、

３キロの道のりを歩いて登

校していることに、とても

感心しました。

心も体も元気です。佳

子さんが、がんばっている

ことが文いっぱいにあふれ

ています。すばらしい作文

です。

講  評

講  評

「
私
の
健
康
実
践
」
鹿
児
島
市
（
一
般
）　
二
川
　
道
子

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
げ
ん
き
」
鹿
児
島
市
立
松
元
小
学
校
一
年

　
松
永
　
佳
子

知事賞
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理事
長賞

わ
た
し
は
、
き
ょ
年
、
小
学
校
に
入
学
し
て
す

ぐ
の
五
月
一
日
に
、
右
ひ
じ
を
こ
っ
せ
つ
し
ま
し
た
。

ひ
る
休
み
に
と
も
だ
ち
と
て
つ
ぼ
う
で
あ
そ
ん
で
い

た
と
き
、
足
か
け
ま
わ
り
が
う
ま
く
で
き
ず
、
お

ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
右
ひ
じ
が
な
く
ぐ
ら
い
い

た
く
て
、
び
ょ
う
い
ん
に
行
っ
た
ら
、
こ
っ
せ
つ
で
、

シ
ー
ネ
こ
て
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
し
ょ
の
数
日
か
ん
は
い
た
み
が
つ
づ
い
て
、
い

つ
な
お
る
か
心
ぱ
い
で
し
た
。
ま
た
、
手
じ
ゅ
つ
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
か
と
、
ふ
あ
ん
で
し
た
。
し

ば
ら
く
は
、
シ
ー
ネ
こ
て
い
で
よ
う
す
を
見
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
っ
せ
つ
を
し
て
、
大
へ
ん
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
右
手
が
つ
か
え
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
シ
ー
ネ
こ
て
い
が
と
れ
る
ま
で
、
ト

イ
レ
や
お
ふ
ろ
に
一
人
で
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
左

手
で
ご
は
ん
を
た
べ
た
り
、
字
を
書
く
れ
ん
し
ゅ
う

を
し
な
く
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
や
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
も
だ
ち
と
ひ

る
休
み
に
、
思
い
っ
き
り
あ
そ
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
ち
が
う
ク
ラ
ス
の
男
の
子
に

「
こ
っ
せ
つ
し
て
い
る
か
ら
何
に
も
で
き
な
い
。」

な
ど
と
言
わ
れ
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
そ
ん
な
中
、
学
校
で
は
、
ク
ラ
ス
の
と
も
だ

ち
や
先
生
が
た
が
た
す
け
て
く
れ
た
り
、
は
げ
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
う
ち
で
は
、
お
父
さ
ん
と

お
か
あ
さ
ん
が
、
わ
た
し
が
で
き
な
い
こ
と
を
手
つ

だ
っ
て
く
れ
し
ま
た
。
こ
っ
せ
つ
し
て
い
て
ふ
じ
ゆ
う

な
こ
と
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
の
や

「
こ
の
病
気
は
安
静
が
必
要
で
、
運
動
も
し
ば
ら
く

出
来
ま
せ
ん
。
歩
く
こ
と
も
あ
ま
り
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。」

と
、
医
者
か
ら
言
わ
れ
た
と
き
、
私
は
頭
が
真
っ
白
に

な
る
く
ら
い
シ
ョッ
ク
だ
っ
た
。
私
が
ア
レ
ル
ギ
ー
性
し

は
ん
病
と
い
う
病
気
に
な
っ
た
の
は
、
ま
だ
新
学
期
が

始
ま
って
、一か
月
も
経
た
な
い
時
期
だ
っ
た
。

「
新
学
期
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
に
。」

私
は
運
動
が
大
好
き
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
水
泳
を
し
て

い
る
。
で
も
、
病
気
に
な
って
か
ら
全
て
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
学
校
も
し
ば
ら
く
休
む
事
に
な
っ
た
。

「
こ
ん
な
に
休
ん
だ
ら
、
新
し
い
ク
ラ
ス
に
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
る
か
な
。
も
う
す
ぐ
修
学
旅
行
が
あ
る
け

ど
行
け
な
い
の
か
な
あ
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
も
う
で
き

な
い
の
か
な
あ
。」

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
色
々
な
不
安
が
頭
を

よ
ぎ
っ
た
。
一番
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
修
学
旅
行
に
行

け
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
修
学
旅
行
ま
で
、
あ
と

三
週
間
し
か
な
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
も
、

「
体
が
大
事
だ
か
ら
、
ま
ず
は
病
気
を
治
す
こ
と
を
考

え
よ
う
。
修
学
旅
行
に
行
け
な
い
と
き
は
、
い
つ
か
修

学
旅
行
と
同
じ
場
所
に
連
れ
て
行
って
あ
げ
る
か
ら
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
で
も
、
私
は
前
か
ら
ず
っ
と
、
友

だ
ち
と一緒
の
修
学
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
き
た
。

「
病
気
を
治
し
て
、
み
ん
な
と
一
緒
に
修
学
旅
行
に
行

く
。」

私
は
こ
の
目
標
を
立
て
、
医
者
の
言
う
と
お
り
薬
を

飲
ん
で
、
し
っ
か
り
安
静
を
守
っ
た
。
検
査
に
行
く
た

び
に
心
配
だ
っ
た
。
新
し
い
出
血
は
ん
は
出
来
ず
、
検

さ
し
さ
に
、
た
す
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
か
月
は
ん
で
、
や
っ
と
シ
ー
ネ
こ
て
い
が
と
れ
ま

し
た
。
こ
っ
せ
つ
が
な
お
っ
て
右
手
が
つ
か
え
る
よ
う

に
な
っ
て
、
何
で
も
あ
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
は
、

し
あ
わ
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

は
、
ケ
ガ
や
び
ょ
う
き
に
気
を
つ
け
て
、
体
を
大
せ

つ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
っ
せ
つ
の
と
き

の
か
ん
し
ゃ
の
気
も
ち
を
わ
す
れ
ず
に
、
こ
ま
っ
て

い
る
人
を
た
す
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い

で
す
。

査
の
結
果
も
少
し
ず
つ
良
く
な
って
き
て
い
た
。

　

修
学
旅
行
出
発
二
日
前
、
医
者
か
ら
条
件
付
き

だ
っ
た
が
、
修
学
旅
行
参
加
の
許
可
を
も
ら
っ
た
。

「
や
っ
た
ー
。
み
ん
な
と一緒
に
行
け
る
。」

私
は
と
て
も
興
ふ
ん
し
た
。

許
可
を
も
ら
っ
た
日
、
い
そ
い
で
修
学
旅
行
の
荷
物

の
準
備
を
し
た
。
う
れ
し
く
て
し
か
た
が
な
か
っ
た
。

修
学
旅
行
に
は
お
母
さ
ん
も
一
緒
に
行
っ
て
、
遠
く
か

ら
見
守
って
く
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内
の
移
動
は
車
い
す
だ
っ
た
。
初
め

は
、
車
い
す
に
乗
る
の
が
は
ず
か
し
か
っ
た
し
い
や
だ
っ

た
。
で
も
、
友
達
が
交
代
で
押
し
て
く
れ
た
。
坂
道

で
重
た
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
み
ん
な
優
し
く
笑
顔
で

押
し
て
く
れ
た
。
私
は
と
て
も
う
れ
し
く
て
み
ん
な
の

優
し
さ
を
と
て
も
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。
学
校
生

活
で
も
、
重
た
い
物
を
持
って
い
た
ら
、

「
大
丈
夫
。
ぼ
く
が
持
つ
か
ら
い
い
よ
。」

と
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

今
、
こ
の
病
気
に
な
っ
て
一か
月
と
二
週
間
。
医
者

か
ら
少
し
ず
つ
歩
く
距
離
を
増
や
す
許
可
が
お
り
た
。

私
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
も
う
こ
ん
な
病
気
に
か
か

り
た
く
な
い
と
心
か
ら
強
く
思
う
。

私
を
心
配
し
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
の
友
達
、
先
生
、

家
族
に
言
い
た
い
。

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
。」　

右ひじを骨折し、とても不自由

で大変だったとき、家族や学校

の先生や友達にお世話になった

感謝の気持ちを書いたすばらし

い作文です。

題材と文の書

き方がうまくでき

ていて感心しま

した。

病気のときの

つらさと、感謝

の気持ちを表現

した秀作です。

講  評

講  評

「
こ
っ
せ
つ
し
て
今
思
う
こ
と
」
鹿
児
島
市
立
松
元
小
学
校
二
年

　
鞍
掛
　
蒼
依

「
み
ん
な
あ
り
が
と
う
」
鹿
児
島
市
立
松
元
小
学
校
六
年

　
一
條
　
安
佳
里

理事
長賞
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「
父
ち
ゃ
ん
、
手
術
し
な
い
と
い
け
な
い
。」

母
が
、
暗
い
顔
で
学
校
か
ら
帰
って
き
た
僕
に
言
っ
た
。

小
学
校
二
年
の
五
月
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
前
の
休

み
だ
って
僕
と一緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
、
あ
ん
な
に
元
気

な
父
ち
ゃ
ん
が
、
ど
こ
が
悪
い
ん
だ
ろ
う
と
と
て
も
不

思
議
に
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

父
は
、
職
場
の
心
臓
検
診
で
ひ
っ
か
か
り
、
詳
し
く

検
査
し
た
と
こ
ろ
、
心
臓
の
大
動
脈
が
大
き
く
ふ
く
れ

て
い
て
、
す
ぐ
に
で
も
手
術
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
言
わ
れ
て
い
た
。
心
臓
は
人
間
の一番
大
切
な
所
で
、

も
し
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
死
ん
で
し
ま
う
。
小
学

二
年
生
の
僕
に
で
も
、
父
が
す
ご
く
大
変
な
病
気
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
父
も

母
も
何
度
も
病
院
へ
行
き
、
夏
休
み
に
北
九
州
の
小
倉

病
院
と
い
う
病
院
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
い
よ
い
よ
父
と
母
が
手
術
を
す

る
北
九
州
の
病
院
へ
行
く
日
に
な
っ
た
。
僕
と
妹
と
弟

は
、
祖
父
母
の
家
で
父
と
母
を
見
送
っ
た
。
そ
の
時
、

「
悠
馬
は
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
、
妹
と
弟
の
め
ん
ど
う

を
み
て
ね
。
父
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
く
る
か
ら
、
よ
ろ
し

く
ね
。」

と
父
に
言
わ
れ
た
。
妹
も
弟
も
泣
い
て
い
た
。
僕
は
、

必
死
に
泣
か
な
い
よ
う
に
が
ま
ん
し
よ
う
と
し
た
け

ど
、
が
ま
ん
で
き
な
か
っ
た
。
不
安
で
不
安
で
も
し
父

ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
悪
い
こ

と
ば
か
り
考
え
て
し
ま
っ
た
。

　

手
術
当
日
、
祖
父
も
祖
母
も
妹
も
弟
も
み
ん
な
、

母
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
て
い
た
。
午
前
十
一
時
か
ら
始

ま
っ
た
と
き
い
た
の
に
、
夜
遅
く
な
っ
て
も
母
か
ら
の

連
絡
は
こ
な
か
っ
た
。
結
局
、
朝
起
き
て
初
め
て
手
術

が
成
功
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
手
術
は
十
時
間
以
上

か
か
る
大
手
術
だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
成
功
し
た
と
聞
い

　

昨
年
二
月
末
に
、
七
年
間
自
宅
で
介
護
を
し
て
い
た

夫
を
亡
く
し
た
。
そ
の
途
端
、
夏
に
は
帯
状
疱
疹
を
発

症
し
、
右
足
に
神
経
痛
の
後
遺
症
も
残
って
し
ま
っ
た
。

又
、
今
年
の一月
に
は
、
歩
い
て
い
る
と
体
が
右
へ
右
へ
と

傾
く
よ
う
に
な
り
、
寝
た
り
起
き
た
り
す
る
た
び
に
目

ま
い
が
し
て
、
体
が
ふ
ら
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
耳

鼻
科
に
行
っ
た
。
危
惧
し
て
い
た
メ
ニエ
ー
ル
で
は
な
か
っ

た
が
、
脳
の
血
液
が
良
く
流
れ
る
よ
う
に
な
る
お
薬
を

い
た
だ
い
た
。
変
な
目
ま
い
と
同
時
に
胃
も
痛
く
な
り
、

吐
き
気
も
し
て
最
初
の
三
日
間
で
食
べ
た
物
は
、
巻
き

ず
し
三
個
だ
け
と
い
う
ひ
ど
い
状
態
に
な
っ
た
。
動
く
こ

と
が
で
き
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
寝
て
い
た
。
重
度
の
半

身
マ
ヒ
、
胃
ろ
う
の
夫
の
介
護
を
し
て
い
た
時
に
は
元
気

だ
っ
た
の
に
、
介
護
が
無
く
な
っ
た
途
端
、
ま
る
で
病
気

の
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
あ
け
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
、
次
々

に
体
が
変
調
を
き
た
し
は
じ
め
た
。
安
定
剤
や
睡
眠
薬

の
お
世
話
に
も
な
っ
た
。
何
故
？
何
故
？　

何
故
？　

と
心
の
中
で
問
い
続
け
た
。
そ
ん
な
日
々
が
、一ヶ
月
近

く
続
い
た
。
目
ま
い
が
し
な
く
な
り
、
物
が
食
べ
た
い
、

と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
春
の
始
ま
る
前

だっ
た
。
一人
娘
の
大
学
入
試
が
近
づい
て
い
た
。
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
。
元
気
に
な
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
。

　

強
く
な
れ
よ
！

　

負
け
る
な
よ
！

　
へ
こ
た
れ
る
な
よ
！

　

が
ん
ば
って
生
き
る
ん
だ
よ
！

…
が
夫
の
遺
志
だ
っ
た
の
だ
か
ら
…
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
積
極
的
に
南
日
本
新
聞
の
「
ひ
ろ
ば
」
欄

を
通
し
て
知
り
合
っ
た
、
長
い
間
ご
主
人
の
介
護
を
し

て
、
同
じ
よ
う
に
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
と
文
通

し
た
り
、
メ
ー
ル
し
た
り
、
会
って
話
し
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
な
ぐ
さ
め
で
は
な
く
、「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
よ

ね
」
と
い
う
共
感
が
、
私
の
心
と
体
を
だ
ん
だ
ん
元
気

に
し
て
く
れ
た
。
よ
く
歩
く
よ
う
に
な
り
、
よ
く
語
る

よ
う
に
な
り
、
食
欲
も
で
て
き
て
、
好
き
だ
っ
た
本
屋

に
も
行
く
気
分
に
な
っ
て
き
た
。
介
護
に
は
悔
い
も
残

る
事
が
沢
山
あ
る
が
、
反
省
ば
か
り
し
て
い
る
の
で
は
な

て
、
み
ん
な
で
拍
手
を
し
て
喜
ん
だ
。

　

父
は
、
今
で
も
心
臓
に
人
工
弁
を
い
れ
て
い
る
た
め
薬

を
毎
日
た
く
さ
ん
飲
ん
で
い
る
。
そ
の
薬
は
、一生
飲
み

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
手
術
を
受
け
、
と
て
も

苦
し
ん
だ
父
に
は
、
いつ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
。

　

健
康
な
時
は
、
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た

さ
は
感
じ
な
い
。
し
か
し
、
い
ざ
病
気
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
ん

だ
ろ
う
と
思
う
。
僕
も
こ
の
作
文
を
書
く
三
日
前
か

ら
三
十
九
度
五
分
の
高
熱
を
出
し
、
全
身
の
関
節
が

痛
み
苦
し
ん
だ
。
三
日
ほ
ど
で
熱
も
下
が
っ
た
が
、
そ

の
時
布
団
に
寝
な
が
ら
、
元
気
だ
っ
た
ら
外
で
遊
ん
だ

り
い
ろ
い
ろ
な
事
が
で
き
る
の
に
と
思
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
健
康
で
い
ら
れ

る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
朝
昼
晩
、

一日
三
食
き
ち
ん
と
食
事
を
と
る
よ
う
に
す
る
。
好
き
な

物
ば
か
り
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
特
に
野
菜
を
多
く
と
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
食
事
だ
け
で

な
く
、
運
動
を
し
た
り
、
き
ち
ん
と
睡
眠
を
と
る
こ
と

も
大
切
だ
。
大
手
術
を
し
た
父
は
、
検
診
で
ひっか
か
る

前
ま
で
、
全
く
自
覚
症
状
が
な
かっ
た
ら
し
い
。
も
し
検

診
を
受
け
て
い
な
かった
ら
と
考
え
る
と
恐
ろ
し
く
な
る
。

大
き
く
なった
ら
検
診
を
定
期
的
に
受
け
よ
う
と
思
う
。

　

家
族
の
だ
れ
か
が
病
気
に
な
る
と
、
本
人
が一番
き

つ
い
思
い
を
す
る
と
思
う
が
、
周
り
の
家
族
も
苦
し
む

こ
と
に
な
る
。
み
ん
な
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る

よ
う
声
を
か
け
て
い
こ
う
。

く
て
、
自
分
自
身
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
、
誰
よ
り
も

幸
せ
に
な
って
良
し
！ 

と
い
う
気
持
ち
で
、
前
向
き
に

進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
！ 

と
強
く
思
う
よ
う
に
なっ
た
。

　

今
年
の
五
月
末
に
は
、
鹿
児
島
大
学
に
合
格
し
て

地
元
に
残
っ
て
く
れ
た
一
人
娘
と
一
緒
に
、
八
年
ぶ
り

に
鹿
児
島
を
出
て
、
東
京
、
四
ツ
谷
の
上
智
大
学

金
（
50
年
）・
ル
ビ
ー（
40
年
）
銀
（
25
年
）･

銅
（
15

年
）
祝
式
典
に
参
加
、
四
十
年
ぶ
り
に
懐
か
し
の
同

級
生
や
先
輩
、
元
気
な
後
輩
に
会
い
、
た
っ
ぷ
り
と
元

気
オ
ー
ラ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
無

事
に
帰
り
着
く
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

　

共
感
し
、
八
年
ぶ
り
の
旅
を
応
援
し
て
く
れ
た
同

じ
介
護
を
し
た
経
験
の
あ
る
友
や
先
輩
方
に
、
心
か

ら
感
謝
し
て
い
る
。

「
行
け
て
良
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
喜

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　

今
、
現
在
も
介
護
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
が
、

沢
山
お
ら
れ
る
と
思
う
。
そ
の
介
護
が
終
わ
る
時
が

く
る
の
は
、
と
て
も
つ
ら
く
て
悲
し
い
け
れ
ど
、
そ
の

後
の
生
き
方
も
少
し
考
え
な
が
ら
、
今
の
介
護
を
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
大
事
な
人
を
失
っ
た
後
の
心

と
体
の
ケ
ア
は
、
本
当
に
難
し
い
。

　

今
で
も
、
ま
だ
ま
だ
体
調
は
万
全
で
は
な
い
が
、
ま

ず
は
し
っ
か
り
と
前
を
向
い
て
、
楽
し
く
一日
一日
を
過

ご
す
こ
と
に
感
謝
で
き
れ
ば
、
心
も
体
も
健
康
で
、

幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
と
思
って
い
る
。

「
お
母
ち
ゃ
ん
、
誰
よ
り
も
幸
せ
に
な
って
良
し
！
」

亡
く
な
っ
た
夫
も
、
笑
って
そ
う
言
って
く
れ
て
い
る
気

が
し
て
い
る
。

健康の大事さと

家族のあったかさ

が、文に行間に生

き生きと表現され

ています。

心打つ中学生ら

しい秀作です。

ご主人を亡くした途端、

体の変調をきたし、日々悩

み続けるが、知人・旧友

に触れ合いながら元気を

取り戻す過程を描いた優

れた作品。ご主人もきっ

と誰よりも幸せになってと、

心から応援をしていらっ

しゃるに違いない。

講  評

講  評

「
健
康
の
大
切
さ
」
鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校
二
年

　
鶴
田
　
悠
馬

「
誰
よ
り
も
幸
せ
に
な
っ
て
良
し
！
」
鹿
児
島
市
（
一
般
）　
萩
原
　
裕
子

理事
長賞

理事
長賞
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保健師
ルポ

前
村
　
裕
子

肝
付
町
役
場
　
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係
長

つ
な
ぐ 

つ
な
が
る 

保
健
師
活
動
！

災
害
活
動
か
ら
学
ぶ　
　
　

地
域
づ
く
り

肝
付
町
は
旧
高
山
町
と
旧
内
之
浦

町
が
平
成
17
年
７
月
１
日
に
２
町
合
併

し
、
今
年
合
併
10
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
高
山
地
域
は
、
大
隅
半
島
の
行

政
・
産
業
・
教
育
・
文
化
活
動
の
核
で

あ
る
鹿
屋
市
と
同
じ
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
に

属
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
ま
す
。
一
方
、
内
之
浦
地
域
は
鹿

児
島
県
最
南
端
の
南
大
隅
町
と
隣
接
し

て
お
り
、
町
の
先
端
か
ら
末
端
ま
で
の

距
離
は
36 

Km
、
車
で
の
移
動
時
間
は
約

１
時
間
50
分
か
か
り
ま
す
。

人
口
１
万
７
１
６
０
人
、
出
生
数
は

１
０
０
人
前
後
、
年
々
人
口
減
少
が
進

み
、
高
齢
化
率
は
36
・
6
％
と
高
い
状

況
で
す
。
町
は
１
３
２
の
振
興
会
に
分

け
て
自
治
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
老

年
人
口
１
０
０
％
の
地
区
も
遠
隔
地
に

は
多
く
、
自
治
活
動
の
困
難
な
限
界
集

落
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

沿
岸
部
の
地
域
は
、
雨
量
の
多
い
梅

雨
、
台
風
時
期
は
例
年
、
土
砂
崩
れ
か

ら
の
集
落
孤
立
と
な
る
災
害
が
あ
り
、

避
難
所
業
務
が
発
生
し
ま
す
。

内
之
浦
地
域
に
は
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
ロ
ケ
ッ
ト
発

射
場
が
あ
り
ま
す
。
研
究
施
設
所
在

地
が
縁
と
な
り
銀
河
連
邦
共
和
国
と
し

て
交
流
を
し
て
い
る
相
模
原
市
、
能
代

市
、
大
船
渡
市
、
佐
久
市
の
４
市
２
町

で
は
、
子
ど
も
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
等
の
諸
交
流
の
他
に
、
災
害
支
援

協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
時
は
、
災
害
発
生
か
ら
３
日
目
に
は

陸
続
き
で
大
船
渡
市
へ
給
水
支
援
に
行

き
、
全
職
員
の
３
分
の
１
、
保
健
師
は

全
員
、
復
興
支
援
に
従
事
し
ま
し
た
。

未
曾
有
の
大
震
災
後
の
避
難
所
支
援
で

は
、
貴
重
な
体
験
が
多
く
、
生
涯
に
残

る
経
験
で
し
た
。

特
に
、
日
頃
か
ら
地
域
内
で
交
流

が
あ
り
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
地
域

づ
く
り
が
出
来
て
い
た
地
域
ほ
ど
復
興

が
早
く
出
来
て
お
り
、
保
健
活
動
で
の

地
域
づ
く
り
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
で

し
た
。

町
内
災
害
発
生
時
、
被
災
地
域
へ
の

出
動
要
請
が
来
る
と
、
１
時
間
以
内
に

身
支
度
し
、
ど
こ
で
も
眠
れ
る
サ
バ
イ

バ
ル
な
特
殊
勤
務
に
必
然
的
に
た
く
ま

し
い
保
健
師
に
な
っ
て
い
ま
す
。

分
散
配
置
と
相
互
育
成

現
在
、
保
健
師
は
、
今
年
度
６
年

ぶ
り
に
１
名
新
規
採
用
さ
れ
た
新
人
を

含
め
、
６
人
で
保
健
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
健
康
増
進
課
２
人
、
福
祉
課
２

人
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
１
人
、
企
画

調
整
課
１
人
に
各
々
兼
務
辞
令
を
も
つ

配
属
で
す
。

家庭訪問でどきどきの新人保健師に優しい住民

内之浦町と高山町、２つの町がひとつにまとまって誕生
10年目
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保健師
ルポ

企
画
調
整
課
に
保
健
師
の
配
属
と
い

う
の
は
、
健
康
課
題
と
施
策
が
重
要

視
さ
れ
理
想
で
あ
る
も
の
の
、
県
内
で

は
珍
し
い
で
す
。
こ
れ
は
、
内
之
浦
地

域
で
唯
一
の
有
床
病
院
で
あ
る
、
町
立

病
院
の
常
勤
医
師
３
人
体
制
の
確
保
が

で
き
ず
、
今
後
の
へ
き
地
・
在
宅
医
療

と
介
護
体
制
の
維
持
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
と

行
政
と
の
協
議
調
整
役
と
し
て
、
ま

た
同
時
に
、
地
域
住
民
の
健
康
寿
命

延
伸
へ
の
普
及
啓
発
に
向
け
た
取
り
組

み
が
役
割
と
な
っ
て
の
配
属
で
す
。
前

例
の
な
い
中
で
の
業
務
は
、
兼
務
業
務

も
も
ち
な
が
ら
で
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
悩

む
こ
と
も
多
い
様
で
す
。

町
の
健
康
課
題
は
、
母
子
で
は
増

加
傾
向
に
あ
る
低
出
生
体
重
児
、
要

発
達
支
援
児
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
作
り
と

母
親
の
仲
間
つ
く
り
、
成
人
で
は
が

ん
、
高
血
圧
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心

疾
患
を
重
点
疾
患
と
し
た
疾
病
対
策
、

高
齢
者
で
は
、
平
成
29
年
の
医
療
介

護
保
険
制
度
の
大
幅
改
正
に
対
応
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
づ
く
り
へ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

６
人
の
保
健
師
の
構
成
は
、
管
理
期

４
、
中
堅
期
１
、
新
人
期
１
と
管
理

期
が
多
く
年
次
計
画
的
な
新
規
補
充

が
必
要
な
状
態
で
す
。
数
年
前
か
ら

年
代
別
人
材
育
成
を
考
慮
し
、
統
括

保
健
師
を
設
定
し
、
各
々
の
役
割
を

意
識
づ
け
て
き
ま
し
た
。
今
年
、
新

人
を
育
成
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
健
師
が
こ
れ
ま
で
の
保
健
活
動
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
見
え
て
く
る
自

分
自
身
や
他
保
健
師

の
長
所
、
短
所
に
気
づ

き
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い

で
す
。

複
数
で
大
事
な
こ
と

は
、
そ
の
個
性
を
尊
重

し
な
が
ら
も
や
は
り
、

事
業
運
営
の
効
率
性
の

た
め
の
連
携
で
す
。
多

忙
な
中
で
す
が
連
携
の

た
め
に
、
毎
月
１
回
、

半
日
の
設
定
で
保
健
師

連
絡
会
を
設
け
、
こ
こ

で
お
互
い
の
業
務
に
つ

い
て
情
報
交
換
と
課
題

の
共
有
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
分
散
配
置
で

あ
っ
て
も
、「
つ
な
ぐ
、

つ
な
が
る
」
の
信
念
の

も
と
、
町
の
重
点
政
策

「
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
支
え
あ
う
健
や
か
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
達
成
へ
向
け

て
保
健
活
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
中
堅
期
以

下
に
つ
い
て
は
、
仕
事
だ
け
で
な
く
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
充
実
し
、
実
質

と
も
に
母
性
を
育
み
家
庭
を
作
る
経

験
を
し
な
が
ら
地
に
つ
い
た
保
健
師

と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

個性あふれる保健師6人の結束が大事！（筆者右から2番目）

③小串地区
　道路崩落箇所

①小野地区
　土砂崩れ箇所

④内之浦宇宙空間観測所
　入口付近土砂崩れ箇所

②川原瀬地区
　道路崩落箇所

津代地区土砂崩れ箇所

国道 448号線長坪上道路崩落箇所

主な災害発生箇所

小串地区土砂崩れ箇所

国見トンネル
（内之浦側）土砂崩れ箇所

33 2012.8

未だ復旧工事の続く平成26年度の災害場所
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健
康
意
識
の
向
上
に
努
め
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
リ
ム
教
室
は
、
健
康

づ
く
り
・
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て

学
び
、
肥
満
予
防
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取

り
組
む
教
室
で
、
受
講
者
自
ら
生
活
習

慣
を
振
り
返
り
、
改
善
し
継
続
で
き
る

こ
と
を
目
指
す
。

こ
の
教
室
は
、
火
曜
日
の
コ
ー
ス
と

金
曜
日
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
１
回
１
時
間

30
分
ず
つ
12
回
行
わ
れ
る
。

姶
良
市
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

の
特
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
興
味
の
あ
る
人

を
対
象
者
に
、
栄
養
と
運
動
の
支
援
が

行
わ
れ
る
教
室
で
、
運
動
は
実
技
を

中
心
と
し
た
受
講
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
内
容
に
な
っ
て

い
て
、
肥
満
予
防
講
座
、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
等
が
行
わ
れ
る
。

栄
養
は
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
、

間
食
、
外
食
な
ど
に
つ
い
て
参
加
型
の

講
義
形
式
で
行
わ
れ
、
休
憩
時
間
に
は

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
体
操
も
行
わ
れ
る
。

各
個
人
の
目
標
達
成
の
た
め
、
日
々

の
体
重
、
血
圧
、
運
動
、
食
事
に
つ
い

て
記
録
し
て
も
ら
い
、
管
理
栄
養
士
・

保
健
師
に
よ
り
支
援
が
行
わ
れ
る
。

同
市
保
険
年
金
課
の
迫
田
耕
蔵
課

長
補
佐
は
「
姶
良
市
で
は
、
医
療
費

総
額
の
お
よ
そ
３
割
を
生
活
習
慣
病

が
占
め
て
お
り
、
こ
れ
を
減
ら
せ
ば

医
療
費
も
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
行
な
っ
て
い

る
の
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
リ
ム
教
室

で
、
そ
の
成
果
も
出
て
き
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
う
予
定
」
と

話
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
リ
ム
教
室
　
姶
良
市

生
涯
す
こ
や
か
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

姶
良
市
で
は
「
健
康
あ
い
ら
２１
」に
基
づ
き
、
各
年
代
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

早
期
発
見
、
病
気
の
重
症
化
予
防
に
向
け
て
、
健
康
相
談
、
健
康
教
室
の
充
実
、
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の
向
上
、
保
健
師
等
に

よ
る
訪
問
指
導
の
充
実
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
健
康
づ
く
り
・
疾
病
予
防
に
取
り
組
む
市
民
を
支
援
し
、
健
康
意
識

の
向
上
に
努
め
る
姶
良
市
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
リ
ム
教
室
」を
紹
介
す
る
。

教室8回目で運動講座の太極拳。深い呼吸とともに、柔らかく、ゆったりとした動きは無理なく
続けられる

保険年金課　迫田耕蔵課長補佐

特
定
健
診
で
ま
ず

身
体
の
状
態
を
把
握

し
て
い
た
だ
き
た
い
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正
し
い
や
り
方
で
適
度
な
運
動

こ
の
日
訪
れ
た
姶
良
公
民
館
で
は
、

運
動
講
座
の
太
極
拳
の
前
に
、
保
健

師
が
血
圧
測
定
と
問
診
に
よ
る
身
体
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
た
。
太
極
拳
と
い

え
ば
中
国
の
拳
法
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

動
き
が
健
康
や
長
寿
に
良
い
と
さ
れ
、

日
本
で
も
愛
好
者
は
多
く
、
自
治
体

単
位
で
太
極
拳
を
推
進
し
て
い
る
例
も

あ
る
と
い
う
。
受
講
者
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う

で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
い

た
。
揚
名
時
太
極
拳
の
間
世
田
弘
子
講

師
は
「
肥
満
予
防
に
は
運
動
が
必
要
で

す
が
、
い
き
な
り
ハ
ー
ド
な
も
の
は
長

続
き
せ
ず
、
体
に
悪
い
影
響
が
出
る
場

合
も
あ
る
。
そ
の
点
で
太
極
拳
は
適
度

な
運
動
と
し
て
最
適
で
、
こ
の
教
室
な

ど
で
正
し
い
や
り
方
を
覚
え
て
、
日
頃

の
生
活
の
中
で
実
行
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
た
。

や
せ
る
コ
ツ
は
体
重
の
記
録
を

続
け
る
こ
と

結
果
報
告
会
の
取
材
の
た
め
、
再
び
姶

良
公
民
館
を
訪
れ
る
と
、
会
場
か
ら
拍

手
や
歓
声
が
お
こ
っ
て
い
た
。
自
分
で
目

標
体
重
を
設
定
し
、
３
カ
月
の
間
、
１
日

の
歩
数
と
体
重
を
朝
晩
記
録
す
る
こ
と

が
目
標
達
成
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
各
個
人
の
目
標

達
成
の
た
め
、
体
重
や
血
圧
な
ど
の
記

録
を
も
と
に
、
管
理
栄
養
士
や
保
健
師

に
よ
る
支
援
も
あ
り
良
い
結
果
が
得
ら

れ
た
。
起
床
後
、
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

と
ト
イ
レ
を
す
ま
せ
て
就
寝
前
の
１
日

２
回
体
重
計
に
の
り
、
朝
晩
の
体
重
差

を
グ
ラ
フ
に
し
、
記
録
を
続
け
る
こ
と

で
自
分
の
「
や
せ
る
コ
ツ
」
が
わ
か
る
と

い
う
。

姶
良
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
久
保
田
ま
ゆ

み
保
健
師
は
「
皆
さ

ん
と
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た

の
で
、
い
い
結
果
が

得
ら
れ
た
。
こ
の
教

室
は
、
運
動
面
は
も

ち
ろ
ん
栄
養
面
で
の

支
援
も
あ
り
、
偏
り

の
な
い
指
導
が
で
き

て
い
た
。
ま
た
、
受

講
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図

れ
、
一
人
で
努
力
す
る
よ
り
、
仲
間
に

囲
ま
れ
て
励
ま
し
合
っ
て
取
り
組
む
方

が
、
結
果
は
出
や
す
い
」
と
話
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
中
で
、「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
リ
ム
教
室
」
は
好
評
で
あ
り
、

ま
た
結
果
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
。
ま
た
、
同
市

保
険
年
金
課
国
保
医
療
係
の
池
江
智

江
美
主
任
保
健
師
は
「
ま
ず
ご
自
身

の
身
体
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
必

要
で
、
そ
の
た
め
に
あ
る
の
が
、
年
に

１
回
の
特
定
健
診
。
姶
良
市
に
お
け
る

受
診
率
は
、
ま
だ
ま
だ
高
い
と
は
い
え

ず
、
中
で
も
40
代
、
50
代
の
受
診
率
が

低
い
状
況
に
あ
る
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

ま
ず
特
定
健
診
な
ど
定
期
的
な
健
診
を

受
け
て
い
た
だ
き
、
ご
自
分
の
身
体
と

向
き
合
う
こ
と
を
第
一
歩
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

姶
良
市
は
、
こ
れ
か
ら
も
栄
養
と
運

動
に
つ
い
て
こ
の
教
室
で
学
ん
だ
内
容

を
生
か
し
て
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

姶良スポーツクラブ　
保健師　久保田まゆみさん

「目標を設定し、毎日グ
ラフをつけることで楽し
く体重を減らすことが
できた」と話す受講者
の森山多美子さん

一
日
の
歩
数
と

体
重
の
記
録
が

目
標
達
成
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
で
す
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指宿市

水
中
で
は
浮
力
が
あ
り
、
ひ
ざ
や
腰
を
痛
め
て
い
る
方
、
泳
げ
な
い
方
で
も
無
理
な
く
運
動
が
で

き
る
。
そ
こ
で
指
宿
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
プ
ー
ル
を
活
用
し
た

健
康
づ
く
り
教
室
を
開
い
て
い
る
。
水
中
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
行
う
こ
と
で
、
肥
満

や
高
脂
血
症
な
ど
を
解
消
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
指
宿
市

の
「
水
中
運
動
教
室
」を
紹
介
す
る
。

温泉と水中運動を
融合させた健康づくり

無
理
な
く
効
果
的
に
で
き
る
水
中
運
動

指
宿
市
は
、
砂
む
し
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る

豊
富
な
温
泉
資
源
や
知
林
ヶ
島
な
ど
の
風
景
、

九
州
最
大
の
湖
・
池
田
湖
や
鰻
池
な
ど
の
水
資

源
、
さ
ら
に
は
、
開
聞
岳
の
裾
野
に
広
が
る
畑

地
帯
、
天
然
の
良
港
・
山
川
港
な
ど
、
多
く
の

魅
力
的
な
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

「
指
宿
市
は
医
療
費
が
高
く
、
そ
の
中
で
も
生

活
習
慣
病
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
疾
病
が

診
療
費
の
上
位
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
指

宿
独
自
の
医
療
費
適
正
化
事
業
が
で
き
な
い
か

と
考
え
、
自
然
資
源
で
あ
る
温
泉
と
消
費
カ
ロ

リ
ー
が
高
く
、
足
腰
へ
の
負
担
も
少
な
い
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
水
中
運
動
を
融
合
さ
せ
た
健

康
づ
く
り
を
、
平
成
23
年
度
よ
り
始
め
て
い
る
。」

そ
う
話
す
の
は
、
同
市
健
康
増
進
課
の
前
薗
千

秋
課
長
。
水
中
で
の
運
動
は
陸
上
に
比
べ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
消
費
す
る
。
優
れ
た
有
酸
素

運
動
の
代
表
格
と
し
て
、
無
理
な
く
長
時
間
運
動

が
で
き
る
の
も
魅
力
で
あ
る
。

水
中
運
動
教
室
で
は
、
運
動
を
始
め
る
前
に

血
圧
・
脈
拍
測
定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
簡
単
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ビ
ー
ト
板
を

使
っ
た
運
動
な
ど
を
約
２
時
間
行
う
。
対
象
者

は
、
同
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
20
～

74
歳
（
学
生
除
く
）
の
人
で
、
医
師
か
ら
水
中

運
動
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
人
や
水
中
運
動
に
関
心

の
あ
る
人
。
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
毎
週
水
曜

日
の
全
８
回
の
日
程
で
構
成
さ
れ
、
ケ
イ
ユ
ウ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
温
水
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

専
門
的
な
指
導
に
よ
り
、
筋
肉
の
使
い
方
や
呼
吸

法
を
意
識
し
な
が
ら
運
動
が
で
き
た
。」「
体
が
軽
く

な
っ
た
。
元
気
に
な
っ
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

身
体
の
芯
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

水
中
運
動
が
終
わ
っ
た
ら
、
水
着
の
ま
ま
温

泉
に
入
る
。
温
泉
入
浴
に
は
心
拍
出
量
の
増
加

や
深
部
体
温
の
上
昇
、
血
液
循
環
促
進
に
よ
る

老
廃
物
の
排
出
効
果
が
あ
る
と
い
う
。
筋
肉
を

温
め
て
、
汗
と
一
緒
に
身
体
の
老
廃
物
を
流
し

て
、
身
体
の
芯
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
。

こ
の
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
教
室
終
了

後
も
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
に
励
む
人
も
多
い
と
い
う
。
ま
た
、

運
動
と
温
泉
入
浴
に
よ
る
健
康
増
進
だ
け
で
な

く
、
外
出
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
や
「
閉
じ

こ
も
り
防
止
」
に
も
つ
な
が
る
。
今
後
は
介
護

予
防
と
の
連
携
も
期
待
で
き
そ
う
だ
。

水中運動教室

インストラクターの指導のもと水中ストレッチングを行う参加者 水中運動後の温泉入浴は、健康づくりとコミュニケーション
を育む

指宿市独自の医療費適正化事業を紹介する
健康増進課の前薗千秋課長
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水中ストレッチング
ポイント
・ゆっくり息をとめない。
・反動をつけない。
・�１５秒～２０秒じっと
止める。
・�伸ばしている筋を意識
する。

①股関節、ももの内側
　・�膝を伸ばしたまま、左右に開

脚する。
　・脚の裏をしっかりつける。

④肩のつけ根・外腕
　・�片腕を肩の高さ位で伸ばし、

逆の腕を肘下から入れ、手前
に引きつける。伸ばした腕の
肘は曲げない。

②ももの前、足の甲
　・�片足のつま先を持ち、お尻に

つける。曲がっている膝は、
立っている足にそろえる。

⑤肩周辺、上腕
　・�片腕を首の後ろで曲げる。逆

の手でその肘をつかみ、押し
下げる。

③大殿筋、ももの外側
　・�膝をつかみ、胸元へ引きつけ

る。上体が傾かない様、注意。
立っている膝は真っすぐ。

⑥肩前面、胸
　・�壁を背にして立ち、肘を伸ば

したまま手すりをつかむ。静
かに肩まで水に浸かる。医療法人圭裕会　ケイユウスポーツクラブ

トレーナー　今吉　佳史さん

水の特性と効果 水中ウォーキング

浮　力
●骨や関節にかかる負担が軽減
●筋肉がリラックスできる
●柔軟性が高まる

水　温

●�エネルギー消費量が陸上運動に
比べて大きい

●��体温が上昇しにくく、長時間の
運動が可能

抵　抗
●水の密度は空気の800倍
●無理なく筋力アップできる
●力の向きをいろいろ変えられる

水　圧
●呼吸機能が高まる
●��静脈から心臓への血液の流れを
スムーズにする

水中ウオーキングは、足腰や関節などに痛みのある高齢者、肥満の方、久しく運
動をしていない方でも、陸上より無理なく体を動かすことができる運動です。

太ももを上げる。水中で
高く上げることで転倒防
止につながる。

手を肩の高さで遠くに伸
ば す こ と で、 し っ か り
腰 が は い り 真 っ す ぐ 歩
ける。

姿勢を正し、猫背になら
な い。 間 違 っ た 姿 勢 で
は、関節等に負荷がかか
り思わぬケガを引き起こ
す場合がある。

※肩まで水につける ※肩まで水につける
※�つかんだ手の位置
が狭くなれば、負
荷がかかる。

正しい水中ウオーキング姿勢
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